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主催事業 │ 文化芸術による共生社会実現に向けた基盤づくり事業

Social Work/Art Conference
「アートと共にわたしたちの豊かさを交換する」
東九条で相談事業を開始します。

相談受付先

相談の流れ

少子高齢化の進展、貧困世帯の増大、ジェンダー格差、障害を持つ人々の社会参加
など現代社会は様々な課題や困難を抱えています。社会を覆う閉塞感を感じ取った
アーティストや彼ら／彼女らを支える実務家たちは現場に向かい、美術や演劇、音楽
などの表現を通して関わった人や場の可能性を引き出してきました。それは同時に、
社会とアートの関係性を見直すことにつながり、アート領域の拡張を予感させます。
これまでHAPSは、京都市の計画に基づき、「文化芸術による共生社会実現に向けた
基盤づくり事業」を通して、アートをきっかけに様々な立場の人が関わり合う共生社
会を実現するための取り組みを実施してきました。しかし、こうしたアー卜の取り組
みの認知度は低く、また知っていたとしても十分な経験の共有や分析を得ずに終わっ
てしまうことも少なくありません。
そうした状況を踏まえ、HAPSでは従来の相談事業を拡張させた、「Social Work / Art 
Conference」を新たに始めます。私たちは、人間の尊厳や価値を擁護する「Social 
Work」 の理念と、社会に対し刺激的に問いを投げかける「Art」とを結びつけることで、
多様な意見を交換し合える「Conference」の場を作っていきます。相談に来られた方々
がアー卜や表現の意味を深く感じ、社会へとよりひらかれた活動を行なっていくため
のサポートを提供します。
そして人々、もの、場、組織、さらには思考に至るまで、広くその関わりを促すこと
で、それらの相互作用の質が高まり、より豊かな社会活動の実践と日常の営みが実現
される未来を目指します。

Q. 作品制作の一環で福祉施設をリサーチしたいのですが、どこへ問い合わ
せると良いですか？

A. アーティストの制作意図をお伺いし、福祉施設の種類や特徴を紹介し、
必要に応じて連携機関をご紹介します。

Q. 「社会包摂・共生社会」と「アート」の関係性について学びたい。
A. 国内外の先駆的な取り組みや参考文献等をご紹介します。

Q. 利用者の方の日中活動の充実を図るため、アートを取り入れたいが何か
ら始めて良いかわかりません。

A. 「アート」とひと言で言っても、絵画や彫刻に限らずその表現やアプロー
チは多岐に渡るので、施設概要やこれまでの活動内容などを伺い、他の
福祉施設での事例を紹介したり、講師（アーティストなど）を招く際の費
用を含む対応方法についてアドバイスします。

Q. 文化施設内のアクセシビリティ、サービスを向上させたい。
A. 国内外の先行事例や実践者をご紹介します。

Social Work / Art Conference
Ｅメール：swac@haps-kyoto.com
URL：http://haps-kyoto.com/swac
TEL：075-748-8575　FAX：075-525-7522
住所：〒601-8004
京都市南区東九条東山王町1　HAPS HOUSE

STEP1 相談の受付
問い合せフォーム、メール、またはお電話でご相談をお
寄せください。

STEP2 面会
相談内容に応じて、相談員と面会します
（※面会が必須ではありません）

STEP3 調整
関係各所と連携し、相談内容に応じた対応をします

STEP4 回答
相談内容に対する回答を行います（メールや電話の他、
面会の場合もあります）

※相談は無料です。　※京都市内に関する相談を優先いたします。

相談と連携のイメージ

ロゴ

Social Work/Art
Conference ディレクター

奥山理子

ソーシャルワーカーに囲まれて育
った幼少期、10-20代の長期にわ
たる体調不良、福祉施設で得た回
復、障害者の絵画活動から発展し
た地域型アートプロジェクトの実
践など、私自身の数奇な経験が、
今日のさまざまな社会的困難と向
き合い共振することで、新たな専
門性と社会資源が創造される未来
を信じ、取り組んでいきたいと思
います。

VOICE
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HAPSでは、元小学校の教室を
アーティストのスタジオとして活用しています。

HAPSスタジオ

2012年 12月より、京都を拠点に活動していく美術系アーティストのために、元小学校の教室を利用した制作スタ
ジオを提供、現在 6教室を運営しています。2011年に閉校した元新道小学校は、東側に名刹建仁寺、北側に京都
ゑびす神社、西側に京都五花街の一つ、宮川町と、京都の風情を醸し出す地域にあります。

集合写真左より守屋、前谷、堀井、成田

Homesick Studio

写真を扱う４名のアーティスト、
成田舞、堀井ヒロツグ、前谷開、
守屋友樹による共同スタジオ。写
真現像用の暗室やスタジオを共有
し、それぞれ写真、映像、テキス
トなどの作品制作を行う。

【参加展】「きりとりめでると未然
の墓標（あるいはねこ動画の時代）
2019－2020」（ 守 屋 ）／ 個 展
「Kapsel」（前谷）／個展「見え
ない川」（堀井）／「境界線を遡
行する」（堀井、成田）など

【参加展】500m美術館 vol.32 第8回500m美術館賞 グランプリ展／日本ポーランド国交樹立100周年記念 ポーランド芸術祭2019 in Japan 「セレブ
レーション－日本ポーランド現代美術展－」／川田知志展「確実な晴れ。」など

ホームシック スタジオ

知覚や認識への関心をベースに、
絵画を軸としながら自然現象やエ
ネルギーの問題を複合的に扱った
制作活動を行っています。HAPS
スタジオを利用していた2016年

からの４年間、音楽室という大き
な教室を贅沢に使わせていただき
作品も大きく展開することができ
ました。並行して2019年には、
初となる単著『失われたモノを求

めて』を刊行し、また左京区浄土
寺にある浄土複合というスペース
も始動することになりました。こ
れらの活動は、HAPSの皆さんの
協力なくしては成し得なかったと

思います。これからも京都を拠点
に活動していく予定ですが、その
ための足がかりを作らせてもらっ
て感謝しています。長い間、大変
お世話になりました。

1980年、福岡県生まれ。美術作家。2003年京
都造形芸術大学情報デザイン学部卒業。2005
年東京藝術大学大学院先端芸術表現専攻修了。
平成17年度文化庁新進芸術家在外研修員として
ボストン滞在。平成27年度ポーラ美術振興財団
在外研修員として台北滞在。自然現象、生態系、
エネルギーなどへの関心をめぐりながら制作活
動を行う。2019年、自身がディレクターを務め
るアートスペース「浄土複合」を京都市左京区
にオープン。著書に『失われたモノを求めて 不
確かさの時代と芸術』（夕書房、2019）がある。

VOICE

池田剛介

IKEDA Kosuke

1987年大阪府生まれ。2013年京
都市芸術大学大学院美術研究科絵
画専攻(油画)修了。壁画技法をも
とに、 展覧会や委託制作を通して
都市空間へ働きかける実践を行
う。壁画を空間の帰属から切り離
し自律させることから、壁画の新
しい可能性も模索している。2019
年 1月、京都市芸術新人賞受賞。

川田知志

KAWATA Satoshi

マイケル・ウィッテル

1976年イギリス・ノーサンバーランド生まれ。
ブラッドフォード大学で生物学を学んだのち、
ロイヤル・カレッジ・オブ・アート修士在籍中、
2010年文部科学省国費外国人留学生として訪
日。2年間の研究生を経て、2015年京都市立芸
術大学大学院博士課程修了。科学と美術の詩的
な関係について書いた博士論文『Romantic 
Objectivism: Diagrammatic Thought in 
Contemporary Art』で梅原猛賞を受賞。図像
学的なシンボルや科学記号を使った複雑で繊細
なドローイングやインスタレーションを制作。

Michael WHITTLE

アーティストがどこにいても直面
している最大の課題の一つは、卒
業後も制作を続けるための時間と
場所を見つけること、そして芸術
的なコミュニティを築き、プロと
しての新たなつながりを作ること
です。HAPSは京都のアーティス
トがこれらの問題を解決できる
よう支援しており、この4年間
HAPSスタジオプログラムに参加
できたことをとても幸運に感じて
います。この期間に、私自身初の
大きな展覧会を京都大学博物館で
開催しましたが、HAPSスタジオ
では必要に応じて週7日、複数の
大きなドローイングを同時に制作
することができました。
また、HAPSはアーティストと東

山区の地域社会とのつながりを発
展させる点でも重要です。おかげ
で、私は毎年ゑびす神社が行うお
祭りに二人の息子と一緒に参加
し、地元の人々やその子供たちと
持続的な友情を築くユニークな機
会を得ることができました。
HAPSの成功は、HAPSがどのよ
うに機能しているかを理解し、そ
れぞれの都市で同様の取り組みを
展開しようと、他国の自治体職員
がしばしば訪れることにも示され
ています。
HAPSがこれからも強みや影響力
を増してさらに成功することを、
そして京都を、世界の文化の中心
のひとつでありつづけられるよう
助けていくことを祈っています。

VOICE
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2019年度、HAPSが関わった企画の一部を紹介します。

協力事業

Julia Ehrstrand Workshop
メソッドクラス（単発ワークショップ）

ノガミッツガーデン・タペストリー
制作

OPEN STUDIO×10
東九条野外劇塲 まちがつくる×
まちがめぐる×まちがのこす

海外のダンサーによるワークショップとパフォーマンス
を行う場所を探しているとの相談を受け、面談を行い、
会場の候補をご提案。東山区の東山いきいきセンターで
の実施が実現しました。

2019年春、アーティスト・山本麻紀子さんの発案で、
東九条のぞみの園に「ノガミッツガーデン」が誕生しま
した。このお庭は、地域の方々から頂いたおすそわけ
植物を中心に作庭されています。現在は、その作庭作業
風景や頂いたおすそわけ植物を糸や布などで描く大きな
タペストリーの制作中。HAPSは引き続き、広報などで
協力しています。

アーティスト運営のAlt Space POST（オルタナティブ
スペース・ポスト）が主催するオープンスタジオ、「OPEN 
STUDIO×10」が開催されました。広報に協力するとと
もに、HAPS事務局長の藏原が冊子とウェブサイトに寄
稿しました。

東九条に1日限りの野外劇場が出現。大きな野外舞台で
は、現代美術家・森村泰昌さんの新作能や、狂言師・茂
山千之丞さんを講師に迎えた市民狂言が行われました。
東九条マダンによるプンムルノリ、屋台村や焚き火、大
道芸も行われ、多くの人が集いました。HAPSは広報に
協力。フライヤーには、2017年に「京都駅東南部エリ
アマップ」を手がけた上川敬洋さんによるイラストと、
新たなマップが採用されました。

事例１ 事例３

事例２

事例４

開催日：2020年 2月1日（土）
会場：京都市東山いきいき市民活動センター／集会室
講師：Julia Ehrstrand（ジュリア・イーストランド）
コーディネーター：堀内恵
協力：一般社団法人HAPS 開催日：2019年12月7日（土）・12月14日（土）・12月28日（土）　

場所：京都市地域・多文化交流ネットワークセンターほか
主催：総合福祉施設 東九条のぞみの園
広報協力：一般社団法人HAPS

期間:2019年9月6日（金）～9月9日（月）
参加スタジオ:A.S.K. ーAtelier Share Kyoto＋Alt Space POST／るびじゅ
工房／ GURA／ Ink／ kyoto ceramic art studio tochin／スタジオ USA
／ウズイチ スタジオ／ウズマキ スタジオ／ VOSTOK／山ノ外 スタジオ
主催:Alt Space POST実行委員会（A.S.K. ーAtelier Share Kyoto内）
協賛:ART OFFICE OZASA
協力:一般社団法人HAPS
後援:ICOM KYOTO 2019、公益財団法人 京都文化交流コンベンション
ビューロー

開催日：2019年11月16日（土）・17日（日）
会場：メイン会場＝北河原市営住宅跡地（通称マンモス団地）
主催：京都市
企画・制作：一般社団法人アーツシード京都
協賛：京都信用金庫／ LE9／日本ペイントホールディングス／ROOMBLOOM
協力：Collabo Office E9／株式会社八清／特定非営利活動法人あつまる
つくる／京都中小企業家同友会南支部／ THEATRE E9 KYOTO
広報協力：一般社団法人HAPS
コラボレーション：京都駅ビル



30 31HAPS Annual Report 2019HAPS Annual Report 2019

2019年度HAPS事業実績

主催事業

OUR SCHOOL

タイトル 開催日 会場 ゲスト 共催等

第8期スタジオ使用開始 2019/4/1～ HAPSスタジオ

GA TALK 015 「可能な世界」 2019/5/20 京都造形芸術大学 人間館NA102教
室

スーザン・ノリー 京都造形芸術大学大学院

ALLNIGHT HAPS 2019前期「PORTABILITY」 2019/6/1～9/30 HAPSオフィス1F 長門あゆみ／西永怜央菜／須賀亮平 公益財団法人朝日新聞文化財団

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマネジメ
ント入門」第1回講座：「眼差しのパイオニアをつくる基礎と未来」 2019/7/17 キャンパスプラザ京都第4講義室 奥山理子

GA TALK 017「リサーチ、分析、インタープリテーション ― 美
術はヒストリーとどう向き合うか」 2019/7/22 京都造形芸術大学人間館NA102教室 神谷幸江 京都造形芸術大学大学院

GA TALK 016「祝祭性と現在性：東南アジアアートにみられる
共通点」 2019/6/8 キャンパスプラザ京都第3講義室 デビッド・テ 京都造形芸術大学大学院

東九条こどもご近所映画祭 2019/8/5～8/23 THEATRE E9 KYOTO／京都市地域・
多文化交流ネットワークセンター

一般社団法人アーツシード京都

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第３回講座：講座＋トーク「ローカリティと芸術
実践 アーツ前橋『表現の生態系』展の事例より」

2019/8/31 京都精華大学　明窓館2階201教室 住友文彦／今井朋／石倉敏明／山田創平
京都精華大学 「LGBTQ をはじめとするマイノ
リティの社会包摂を視野に入れたアートマネ
ジメント・プロフェッショナル育成プログラム」

福祉とアートの噛み合わないトークシリーズ 施設見学ツアー&
合宿 予告編「福祉施設で働きたい！？」 2019/10/25 HAPSオフィス1F 奥山理子／イシワタマリ 山山アートセンター

ALLNIGHT HAPS 2019後期「Kangaru」 2019/10/20～
2020/3/27 HAPSオフィス1F 黒木結・中熊友之／大西晃生・林美月／熊野

陽平・荒木健志／YANKEECONG・村田のぞみ 公益財団法人朝日新聞文化財団

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第2回講座：概論＋トーク「芸術実践と人権－
マイノリティ、公平性、合意について」

2019/7/27 京都精華大学　明窓館2階201教室 小泉明郎／遠藤水城／あかたちかこ／山
田創平

京都精華大学 「LGBTQ をはじめとするマイノ
リティの社会包摂を視野に入れたアートマネ
ジメント・プロフェッショナル育成プログラム」

GA TALK 020「新しい生活、沈黙とハワイについて」 2019/12/7 京都造形芸術大学人間館NA402教室 田中功起 京都造形芸術大学大学院

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第5回講座：日常使いの現代美術 2019/12/13 京都芸術センター

ミーティングルーム２
滝沢達史 京都芸術センター

GA TALK 019「ストーリー・タイム」 2019/11/4 京都造形芸術大学人間館NA208教室 リー・ミンウェイ 京都造形芸術大学大学院

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第7回講座：共有空間の獲得 2020/2/13 京都芸術センター ミーティングルーム２ 小山田徹 京都芸術センター

GA TALK 018「拡張されたフィールド」 2019/10/26 キャンパスプラザ京都第3講義室 アーニャ・ガラチオ 京都造形芸術大学大学院

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第4回講座：まともがゆれる　―常識をやめる
「スウィング」の実験

2019/10/31 京都芸術センター
ミーティングルーム２

木ノ戸昌幸 京都芸術センター

連続講座「文化芸術による共生社会実現のためのアーツマ
ネジメント入門」第6回講座：芸術と労働 2020/1/11 京都精華大学　黎明館 2F L-201 伊藤まゆみ／三輪晃義／山本麻友美／

吉澤弥生／渡邉朋也／ほんまなほ

京都精華大学 「LGBTQ をはじめとする
マイノリティの社会包摂を視野に入れた
アートマネジメント・プロフェッショナル育
成プログラム」

タイトル 開催日 会場 ゲスト 主催

0歳からの伝統文化！ うっかり母ちゃんのにほんばなし 2019/6/1 HAPSオフィス1F 福地空果梨堂

法律家と一緒に考える、最近の芸術関連事件・表現規制 2019/6/19 HAPSオフィス1F 藤森純 作田知樹

冨井大裕トーク「彫刻について」 2019/6/21 HAPSオフィス1F 冨井大裕／熊谷卓哉　 RC HOTEL 京都八坂

0歳からの伝統文化！ うっかり母ちゃんのにほんばなし 2019/9/7 HAPSオフィス1F 福地空果梨堂

「ヒューマンライツ＆リブ博物館－アートスケープ資料が語るハ
ストリーズ」をふりかえるキュレーターズ・トーク 2019/9/19 HAPSオフィス1F 石谷治寛 around the SEA

移動／記憶／連鎖　キオ・グリフィス 2019/7/9 HAPSオフィス1F キオ・グリフィス 作田知樹

0歳からの伝統文化！ うっかり母ちゃんのにほんばなし 2019/11/30 HAPSオフィス1F 福地空果梨堂

0歳からの伝統文化！ うっかり母ちゃんのにほんばなし 2020/1/25 HAPSオフィス1F 福地空果梨堂

0歳からの伝統文化！ うっかり母ちゃんのにほんばなし 2020/3/7 HAPSオフィス1F 福地空果梨堂

Gillian Kayrooz 作品上映展 “Culminate 365” 2019/10/8 HAPSオフィス1F Gillian Kayrooz 佃七緒

協力事業等

佃 七緒 個展「家と人かたまり継ぎ接いでほうろう」 galleryMain2019/9/27～10/6 協力：ニュイ・ブランシュKYOTO 2019広報協力

川田知志展「確実な晴れ。」 浄土複合１Fウィンドウギャラリー「StandAlone」2019/9/29～11/25 浄土複合スタジオ使用（川田）

浄土解放｜Jodo Kaihoh 浄土複合2019/10/26・27 浄土複合
広報・制作協力（山本聖
子）

東九条野外劇塲 まちがつくる×まちがめぐる×まちがのこす 北河原市営住宅跡地ほか2019/11/16・17 京都市広報協力

サイトスペシフィック・アート～民俗学者・宮本常一に学ぶ～ 市原湖畔美術館
2019/11/16～
2020/1/13 市原湖畔美術館広報物提供

きりとりめでると未然の墓標（あるいはねこ動画の時代）
2019－2020 パープルームギャラリー2019/12/31～1/13 きりとりめでる／パープルームスタジオ使用（守屋）

Julia Ehrstrand Workshopメソッドクラス（単発ワークショップ） 京都市東山いきいき市民活動センター / 集会室2020/2/1 Julia Ehrstrand／堀内恵場所相談

OBJECT 京都岡崎 蔦屋書店 1F2019/11/23・24 OBJECT 実行委員会制作協力

永久に茂らん新道の集い「青写真で残す、私たちの記憶」 元新道小学校校庭2019/11/10 新道自治連合会・各種団体
ブース出展・ワークショッ
プ開催

ノガミッツガーデン・タペストリー制作 京都市地域・多文化交流ネットワークセンターほか2019/12/7・14・28　 総合福祉施設 東九条のぞみの園広報協力

500m美術館 vol.32 第8回500m美術館賞 グランプリ展 札幌大通地下ギャラリー500ｍ美術館2020/1/25～3/25 札幌市スタジオ使用（川田）

ロームシアター京都×京都芸術センター Ｕ35創造支援プロ
グラム”KIPPU” オル太　『超衆芸術 スタンドプレー』 ロームシアター京都ノースホール2020/2/8～2/11 オル太滞在場所紹介

「境界線を遡行する」 VOU2020/2/8～3/1 片山逹貴／チン ユウジュウ／成田舞／
堀井ヒロツグ

スタジオ使用（成田・堀井）

Vehicle Vol.1『川田知志×ストラッポ』 HAPSスタジオ2020/2/15 Vehicleスタジオ使用（川田）

フェアフェア BnA Alter Museum2020/2/29 黒木結／宇野湧／MIMIC制作協力

企画展「楽只小学校跡地を子育て・人権・文化芸術の拠点
に」 ツラッティ千本2020/3/3～3/28 京都市／NPO法人くらしネット21パネル展示

半透明のひかり Art Spot Korin2020/3/11～3/22 JESS LAU／DOKI MIZUHO／なかやま
なほみ

レジデンス協力

菅かおる個展「光と海」 真宗佛光寺派 長性院／Gallery PARC2019/10/5・6・11～10/27 うみをめぐる会広報協力

東九条野外劇塲 まちがつくる×まちがめぐる×まちがのこす 
プレイベント　松尾惠レクチャー「森村泰昌ってどんな人？」 THEATRE E9 KYOTO 2FコラボオフィスE92019/9/15 京都市広報協力

タイトル 開催日 会場 協力内容 主催等

前谷開個展「Kapsel」 2019/4/5～4/21・
27・29・30 FINCH ARTS スタジオ使用（前谷） FINCH ARTS

堀井ヒロツグ個展「見えない川」 2019/4/12～5/12 元淳風小学校 スタジオ使用（堀井） KG＋実行委員会

日本ポーランド国交樹立100周年記念 ポーランド芸術祭
2019 in Japan 「セレブレーション－日本ポーランド現代美
術展－」

京都芸術センター／ロームシアター京都／ザ ターミ
ナル キョウト／世界遺産・二条城2019/5/18～6/23 京都芸術センター／アダム・ミツキェヴィチ・

インスティテュート／ロームシアター京都
スタジオ使用（川田）

「TO SELF BUILD」 BnA Alter Museum SCG2019/5/25～11/24 BnA Alter Museumスタジオ使用（中田）

現象と干渉─特装版『失われたモノを求めて』とその展開 MEDIA SHOP | gallery（2F）2019/7/10～7/24 MEDIA SHOPスタジオ使用（池田）

かみこあにプロジェクト2019 秋田県北秋田郡上小阿仁村各所2019/8/10～9/8 KAMIプロ・リスタ実行委員会スタジオ使用（前谷）

展覧会「From the Youth」 KYOTO ART LOUNGE 2019 
#002-Group Exhibition at Gallery of the Youth- 青春画廊千北／日曜日のBar2019/8/31～12/22 ARTISTS’FAIR KYOTO実行委員会スタジオ使用（川田）・広

報協力

OPEN STUDIO×10 参加スタジオ各所2019/9/6～9 Alt Space POST実行委員会広報協力、寄稿

京都アートラウンジ Panel Session アートを買う文化＋
Artists Presentation スターバックスコーヒー京都三条大橋店B12019/9/8 ARTISTS’FAIR KYOTO実行委員会スタジオ使用（川田）・広

報協力

「タイムラインー時間に触れるためのいくつかの方法」 2019/4/24～6/23 京都大学総合博物館 広報協力 京都大学総合博物館

トーク等への参加
タイトル 開催日 会場 主催

キャリア授業（HAPSの活動紹介） 2020/1/10 京都造形芸術大学 京都造形芸術大学美術工芸学科

「HAPSのアーティストサポート　スタジオ紹介から制作・発表の支援まで」 2020/1/10 京都市立芸術大学 京都市立芸術大学キャリアデザインセンター

トーク「明るくて暗い愛について」（収録） 2020/2/29 VOU 「境界線を遡行する」展

アーティストから 94件
支える人から 107件
計 201件

相談受付数

HAPSウェブサイトアクセス数 157,676件
Facebookフォロワー数 2,821件
Twitterフォロワー数 3,576件

インターネット

新聞 7件
Web 24件
その他 10件

計 41件
広報

 12件
視察

コーディネート実現数 4件
シェアスタジオへの
入居実現数 2件

物件マッチング
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2019年度HAPS事業実績

京都をつなぐ無形文化遺産 若い世代に浸透へ 市がパンフ作成 若手芸術家が担当 2019/4/18 京都新聞 新聞 京都新聞社

GLOBAL ART TALK 015「 可能な世界」　スーザン・ノリー（アーティスト） 2019/5/11 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

日本ポーランド国交樹立100周年記念 ポーランド芸術祭2019 in Japan 「セレブレー
ション－日本ポーランド現代美術展－」 2019/4/22 京都芸術センターウェブサイト web 京都芸術センター

セレブレーション－日本ポーランド現代美術展　パブリックプログラム
アーティスト・トーク #3 2019/4/23 京都芸術センターウェブサイト web 京都芸術センター

掲載
タイトル 掲載日 媒体 分類 発行元

京都文学賞　第1回　募集中 2019/6/2 京都新聞 新聞 京都新聞社

池田剛介　現象と干渉― ― 特装版『失われたモノを求めて』とその展開 2019/7/7 MEDIA SHOP | galleryサイト web MEDIA SHOP | gallery

【展覧会情報】卒業生企画の展覧会がHAPSで開催中！ 2019/6/6 KUAD BLOG web 京都造形芸術大学

GLOBAL ART TALK 017「リサーチ、分析、インタープリテーション ― 美術はヒストリ
ーとどう向き合うか」 2019/7/10 京都新聞 新聞 京都新聞社

「祝祭性と現在性：東南アジアアートにみられる共通点」 デビッド・テ（キュレーター） 2019/5/20 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

ALLNIGHT HAPS 2019前期「PORTABILITY」 2019/6/14 ウェブ版美術手帖 web 美術出版社

連続講座：共生社会実現のためのアーツマネジメント入門 2019/8/1 京都文化力プロジェクトイベントガイド その他 京都文化力プロジェクト実行委員会事務局

ALLNIGHT HAPS 2019《前期》「PORTABILITY」 2019/5/30 京都で遊ぼうART web 京都文化推進委員会

捕鯨の文化を大型作品に 2019/6/30 京都民報 新聞 京都民報社

文化芸術による共生社会実現のためのアーツマネジメント講座　第4回「まともがゆれ
る　常識をやめる「スウィング」の実験」 2019/9/13 京都芸術センターウェブサイト web 京都芸術センター

京都文学賞　第１回　京都文学賞作品募集 2019/6/1 京都文学賞公式サイト web 京都文学賞実行委員会

GLOBAL ART TALK 017 神谷幸江（ジャパン・ソサエティー、ニューヨーク、ギャラリ
ー・ディレクター）「リサーチ、分析、インタープリテーション ― 美術はヒストリーとどう向
き合うか」

2019/7/5 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

アーティストとの協働を考える関西現場談義 2019/6/30 ART VILLAGE VOICE vol.89 その他 神戸アートビレッジセンター

文化芸術による共生社会実現のためのアーツマネジメント入門　第5回「日常使いの
現代美術」 2019/9/13 京都芸術センターウェブサイト web 京都芸術センター

文化芸術による共生社会実現のためのアーツマネジメント入門　第7回「共有空間の
獲得」 2019/9/13 京都芸術センターウェブサイト web 京都芸術センター

GLOBAL ART TALK 018 「拡張するフィールド」アーニャ・ガラチオ（アーティスト） 2019/10/7 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

ALLNIGHT HAPS 2019 後期「Kangaru」 2019/10/18 京都で遊ぼうART web 京都文化推進委員会

ALLNIGHT HAPS 2019 後期「Kangaru」 2019/10/18 ウェブ版美術手帖 web 美術出版社

GLOBAL ART TALK 019「ストーリー・タイム」リー・ミンウェイ（アーティスト） 2019/10/24 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

講座「日常使いの現代美術」 2019/12/1 きょうと市民しんぶん その他 京都市広報担当

イベントレポート アートの現場における、人権や「表現の自由」の問題を考える 2019/12/1 木野通信第73号 その他 京都精華大学広報グループ

連続講座：共生社会実現のためのアーツマネジメント入門 2019/12/3 京都文化力プロジェクトイベントガイド その他 京都文化力プロジェクト実行委員会事務局

フォーラム「芸術と労働」 2020/1/1 きょうと市民しんぶん その他 京都市広報担当

講座「共有空間の獲得」 2020/2/1 きょうと市民しんぶん その他 京都市広報担当

文化芸術による共生社会実現に向けた基盤づくり事業成果報告会 2020/3/1 きょうと市民しんぶん その他 京都市広報担当

京の夜道 アートで照らす 2019/12/4 京都新聞 新聞 京都新聞社

GLOBAL ART TALK 020「新しい生活、沈黙とハワイについて」田中功起（アーティスト） 2019/11/24 京都造形芸術大学イベント情報 web 京都造形芸術大学

ALLNIGHT HAPS 2019後期「Kangaru」 2019/12/13 artscape web 大日本印刷株式会社

夜の通りに浮かぶ「アートの常夜灯」　若手芸術家に玄関開放、作品を夜通し展示 2019/12/16 京都新聞ウェブサイト web 京都新聞社

第8回札幌500m美術館賞グランプリ発表！ 2020/1/28 札幌大通地下ギャラリー　500m美術館ウ
ェブサイト・ブログ

web 札幌市

ニュース京いちにち『京これ！』 2019/5/15 NHK総合テレビ（京都府域向け） その他 NHK京都放送局

アーティスト育成　行政の取り組み　地域から、いかに世界へ 2019/6/8 毎日新聞（夕刊） 新聞 毎日新聞社

福祉が担う芸術 考える 2019/7/19 京都新聞 新聞 京都新聞社

ぐるっと関西　おひるまえ 2019/5/16 NHK総合テレビ（関西） その他 NHK大阪放送局

「第1回京都文学賞」HAPSと連携し，チラシ等を発行！ 2019/6/10 京都市情報館 web 京都市文化芸術都市推進室文化芸術企
画課

beyond2020プログラム 認証事業
（京都文化力プロジェクト認証事業）連続講座：共生社会実現のためのアーツマネジメ
ント入門

2019/8/7 京都文化力プロジェクト2016-2020ウェブ
サイト

web 京都文化力プロジェクト実行委員会事務局

山田創平（京都精華大学人文学部准教授）アンケート調査結果

「市民調査」結果

文化芸術指向性（n=189）

2016年度から地域に住む方々の文化芸術に対する指向性（興味・
関心）について問う項目を加えている。「あなたは文化や芸術が
好きですか？」に対して、5件法で回答を求めた。結果は図5のと
おりである。回答のうち、「とても思う」と「やや思う」とを合
算した人数は89.9％となり、例年と同様に高い値を示している。

HAPSオフィスの認知（n=187）

HAPSオフィスの認知を確認するため、「ハップスの事務所を知
っていますか？」に同じく２択での回答を求めた。結果は図3の
とおりである。これまでの結果は、2012年度で44.4％、2013年
度で58.5％、2014年度で63.2％、2015年度で49.4％（※）、2016
年度で61.3％、2017年度で51.4％、2018年度で64.7%（※）であ
り、本年度は46.5％であった。ここでも、昨年度の結果と比較し
て大幅に低下しているように見えるが、詳細は後ほど検討する。

地域におけるHAPSの必要性（n=184）

2016年度から地域におけるHAPSの必要性を問う項目を加えて
いる。HAPSの「認知」は単に「知っている」という状況を示
すデータだが、ここではHAPSに対する「評価」が問われる。「六
原学区にハップスは必要だと思いますか？」に対して、「とて
も思う」から「まったく思わない」までの5件法で回答を求めた。
結果は図4のとおりである。回答のうち、「とても思う」と「や
や思う」とを合算した73.9%（昨年度補正値71.6％）の人が必
要性を感じているといえる。
なお、HAPSの認知とHAPSの必要性の関係を分析したところ、
以下の結果が得られた。すなわち、HAPSのことを「知っている」
と回答した人のうち、HAPSの必要性を感じている人の割合は
88％であったのに対して、HAPSのことを「知らない」と回答
した人のHAPS必要性は53.9％であった。つまり、HAPSのこと
を「知っている」人の88％がHAPSは必要だと感じている、と
いうことになる。これはHAPSの活動内容が地域から高い評価
を受けていることを示すものである。

属性

市民調査は本年度（2019年度）で8年目である。
本年度の回答数は189件であった。回答者の基本的な属性は次
の通りである。全体的な傾向は例年とほぼ同様である。以下で
は、有効回答数を「n=○○」で表記し、有効回答数の合計を
100%としている。
• 回答者のジェンダー構成（n=188）は、62.8％が女性、37.2
％が男性であった。

• 回答者の年齢構成（n=187）は図1のとおりである。昨年度は、
回答者の年齢構成における「20歳以下」の割合が30％を超
えたため、例年の調査結果との比較が困難であると判断し、
「20歳以下」を除いた補正値を併記した分析を試みた。しか
し、本年度は「20歳以下」の割合が17.1％と突出して多くは
なかったため、補正値を用いずに分析を続けることとする。

• 住まい（n=189）はアンケート実施学区内が58.7％、学区外
が31.2％、市外が10.1％であった。

HAPSの認知（n=189）

HAPSの認知を確認するため、「ハップスを知っていますか？」
に「はい／いいえ」の２択で回答を求めた。結果は図2のとお
りである。これまでの結果は、2012年度で52.8％、2013年度で
64.2％、2014年度で76.3％、2015年度で64.7％（※）、2016年
度で74.4％、2017年度で62.3％、2018年度で74.2%（※）であり、
本年度は57.1％であった。昨年度の結果と比較すると、HAPS
の認知割合は大幅に低下したように見える。このことに関して
は、後ほど詳細な分析を加える。

HAPSの事業について、ニーズの把握、プログラムの効果評価を試みるべ
くアンケート調査を実施したのでその結果を報告する。本年度（2019）ア
ンケートは 2種類実施された。ひとつは市民の皆さんに調査票を配布した
「市民調査」であり、もうひとつは京都市内の芸術系大学に在学する皆さん
に調査票を配布した「学生調査」である。なお本年度は分析の過程におい
て中西勝彦氏（京都大学大学院教育学研究科修士課程）の協力を得た。

アンケート配布回収状況
市民調査：配布数300票・回収数189票（昨年度は184票）
大学調査：配布数730票・回収数435票（昨年度は391票）

アンケート実施期間と実施方法
市民調査：2019年11月（質問紙を六原学区で催されるイ
ベントにて配布、回収した）
大学調査：2019年9月から2019年12月まで（質問紙を各大
学に配布の上、学内で取りまとめHAPSが回収した）

※2015年度および2018年度はアンケート調査の実施会場の関係で「20歳以下」の回答数が急増したため、経年比較が難しくなった。したがって、ここでは「20歳以下」の回答を除いた補正値を記し、
値の直後に（※）を付している。
※本報告書では、各カテゴリの％を小数点以下第２位で四捨五入しているため、加算値が100ちょうどにならない場合がある。同様に、各図の円グラフで表記している％も、加算値が100ちょうどにな
らない場合がある。
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学区内に若手芸術家は必要か（n=188）

学区内における若手芸術家の必要性を確認するため、「六原学
区に若手芸術家は必要だと思いますか？」に対して、5件法で
回答を求めた。結果は図6のとおりである。「とても思う」と「や
や思う」を「必要性認識」としてまとめると、本年度の必要性
認識は88.3％となる。なお、これまでの必要性認識は、2013年
度で93.8%、2014年度で90.4%、2015年度で91.2%（※）、2016
年度で86.3%、2017年度で86.0%、2018年度で85.8%（※）で
あり、本年度の結果は例年とほぼ同じであることがわかる。

若手芸術家支援意思（n=188）

地元の若手芸術家への支援意思を確認するため、2016年度から
「近所に若手芸術家が移住してきたら、積極的に彼らを支援し
ようと思いますか？」に対して、5件法での回答を求めている。
本年度の結果は図7のとおりである。「とても思う」と「やや
思う」を「支援意思」としてまとめると、本年度は85.1%（昨
年度補正値76.6％）の市民が支援意思をもっているといえる。
本年度はここ３年で最も高い値を示した。

若者必要性（n=178）

2016年度から地域における若者の必要性を確認するため、「六
原学区にもっと若者が住んだほうがいいと思いますか？」の問
いを加え、5件法で回答を求めている。本年度の結果は図8のと
おりである。回答のうち「とても思う」と「やや思う」を「若
者必要性認識」としてまとめると、回答者の95.5%（昨年度補
正値93.9％）が地元に若者が必要だと考えていることがわかる。
特に「とても思う」の多さ（75.8％）が特徴的である。ただし、
この傾向は例年と同様である。

多様性指向（n=177）

2016年度から地域（六原学区）に多様な人々が住むことに関
して、良いことだと思うか否かについて問う項目を加えている。
「六原学区に、外国人など異なる文化をもった人々がもっと住
んだほうがいいと思いますか？」に対して、5件法で回答を求
めた結果が図9である。「とても思う」と「やや思う」をまと
めた「多様性指向」は64.4％であり、これは昨年度の調査（補
正値54.9％）から10ポイント増加している。
ただし、回答者の居住地別に分析を行ったところ、六原学区内
に住む回答者の「多様性指向」は55.4％だったのに対し、学区
外の回答者は76.3％であり、20ポイント以上の差が認められ
た。昨年度は学区内が59.2％、学区外が48.8％であったため、
本年度の「多様性指向」の高まりは、学区外の人の「多様性指向」
の増加が原因になっているといえる。つまり、六原学区内での
「多様性指向」の高まりは見られず、例年通りの結果であると
解するのが妥当である。

HAPS認知度の検討
前述の通り、HAPSを認知している回答者の割合が本年度は
57.1％に留まり、昨年度の74.2%（※）から大幅に低下した。
この結果だけを見ると、HAPSの認知度は大きく下がったこと
になる。しかし、それは適切な見方なのだろうか。前述の通り、
昨年度は「20歳以下」の割合が多かったため、当該年代を除外
した補正値を使用しているのに対して、本年度は「20歳以下」
も分析対象に加えている。この方法の差が結果に影響を与えて
いる可能性はないだろうか（仮説１）。また、HAPSの事務所が
ある六原学区の住民と学区外の住民とでは、HAPSの認知度に
差が生じている可能性もある。HAPSが地域に根ざした活動を
行っていることを鑑みると、六原学区住民の認知度を年度間で
比較することで見えてくるものがあるのではないか（仮説２）。
ここでは、これら２つの仮説の検証を通じて、HAPSの認知度
を詳細に検討する。

観光客指向性（n=178）

2016年度から地域に観光客が訪れることに関して、良いことだ
と思うか否かについて問う項目を加えている。「六原学区にも
っと観光客が増えたほうがいいと思いますか？」に対して、5
件法で回答を求めた結果が図10である。「とても思う」と「や
や思う」をまとめた「観光客指向性」は40.4％（昨年度補正値
36.9％）であり、昨年度と同様に低い値を示している。「どち
らともいえない」が４割弱を占めていることからも、地域住民
の戸惑いが感じられる結果となった。

図1.年齢

図2.HAPSを知っていますか（市民のHAPS認知）
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《方法》

〈仮説１の検証〉
　年齢がHAPS認知度に与える影響を検討するため、以下の方法で分析を行う。（１）本年度と昨年度の「各年齢層の認知度」を算出し、
両年度の「各年齢層の認知度」を比較する、（２）本年度における「20歳以下」の認知度がどの程度かを確認する、（３）本年度も
昨年度と同様に「20歳以下」を除いた補正値を算出し、本年度と昨年度の補正値を比較する。

〈仮説２の検証〉
　六原学区住民とそれ以外の住民とのHAPS認知度の違いを明らかにするため、以下の方法で分析を行う。（１）学区内と学区外の回
答者を弁別し、両年度の「居住地別のHAPS認知度」を算出する、（２）「20歳以下」を除いた補正値としての「居住地別のHAPS認
知度（両年度分）」を算出する、（３）本年度と昨年度のHAPS認知度を比較し、その変化を見る。

《結果》

〈仮説１〉
• 結果を記したのが表１（本年度）と表２（昨年度）である。表からも明らかなように、「20
歳以下」のHAPS認知度は他の世代と比べ非常に低い。両年度ともに「20歳以下」の
HAPS認知度は10％台であり、年度による大きな差はない。

• 表１を見ると、「20歳以下」のみ「いいえ（＝非認知）」が極端に多く（87.5％）、他の世
代は「はい（＝認知）」が多い、もしくは「はい」と「いいえ」が同数（60代）となって
いる。つまり、本年度の全体的な認知度を「20歳以下」が押し下げている可能性がある。

• 「20歳以下」を除いた補正値のHAPS認知度は65.8％であった。これは「20歳以下」を含
めた値（57.1％）から比べると10％近く増加したことになる。それでもなお、昨年度（74.2
％）と比べると開きはあるため、続く仮説２の検証で住まいによる差を見ていく。

〈仮説２〉
• まず、本年度の「居住地別のHAPS認知度」を見ていく。学区内の認知度は64.9％なのに
対して、学区外では46.2％に留まる。なお、このクロス集計においてPearsonのカイ2乗
を行ったところ、1％水準で有意であった。すなわち、学区内と学区外のHAPS認知度は
統計的な有意差が認められたことになる。一方、昨年度の「居住地別のHAPS認知度」に
関しても、学区内認知度（58.2％）の方が学区外（47.2％）よりも高くなっている。ただ
し、こちらのクロス集計では統計的な有意差が認められなかった。

• 続いて、「20歳以下」を除いた補正値としての「居住地別のHAPS認知度」を見ていく。
本年度の学区内の認知度は77.3％であったのに対して、学区外の認知度は50.7％に留まっ
た。ここには0.1％水準の統計的な有意差が認められた。一方、昨年度の学区内の認知度
は80.3％であったのに対して、学区外の認知度は65.1％であった。こちらは10％水準の統
計的有意傾向が示されるに留まった。

• 本年度と昨年度のHAPSの認知度は、いずれも学区内の方が高かった。この結果は「20歳
以下」を除いた補正値であっても変わらなかった。〈仮説１の検証〉で「20歳以下」の認
知度が著しく低いことを考慮し、補正値で両年度を比較する。すると、学区内認知度に関
しては今年度と昨年度の差は3％しかないのに対して、学区外認知度は15％ほどの開きが
ある。つまり、今年度は学区外の方のHAPS認知度が昨年度と比べて著しく低く、そのこ
とが今年度のHAPS認知度全体の低さに影響していたといえる。

図3.
HAPSの事務所を知っていますか

（市民のHAPSオフィス認知）

図4.
学区にHAPSは必要だと思いますか

（HAPSの必要性）

図5.
文化や芸術が（音楽・絵画・舞台・映画など）

好きですか（文化芸術指向性）

表1.
年齢とHAPS認知のクロス表
（2019年度）

ハップスを知っていますか？
はい いいえ

20歳以下 4（12.5%） 28（87.5%）

11（73.3%） 4（26.7%）20代

40代 23（62.2%） 14（37.8%）

60代 10（50.0%） 10（50.0%）

13（61.9%） 8（38.1%）30代

16（66.7%） 8（33.3%）50代

29（76.3%） 9（23.7%）70代以上

106（56.7%） 81（43.3%）合計

表2.
年齢とHAPS認知のクロス表
（2018年度）

ハップスを知っていますか？
はい いいえ

20歳以下 9（14.5%） 53（85.5%）

8（47.1%） 9（52.9%）20代

40代 19（70.4%） 8（29.6%）

60代 16（100.0%） 0（0.0%）

4（40.0%） 6（60.0%）30代

14（77.8%） 4（22.2%）50代

28（87.5%） 4（12.5%）70代以上

98（53.8%） 84（46.2%）合計

20歳以下
17.1%

はい
57.1%

いいえ
42.9%

20代
8.0%

30代
11.2%

40代
19.8%

50代
12.8%

60代
10.7%

70代以上
20.3%

はい
46.5%

とても思う
43.5%

とても思う
49.7%

どちらとも
いえない
24.5%

やや思う
30.4%

やや思う
40.2%

あまり思わない
0.5%

どちらともいえない
9.0%

まったく思わない
1.1%

まったく思わない
1.1%

いいえ
53.5%
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《まとめ》

ここでは、本年度のHAPS認知度の低さの要因を検討するため、年齢別および居住地別のHAPS認知度について、クロス集計を用いた分
析を行った。結果として、以下のことが明らかになった。
まず、年齢別にHAPS認知度を調べた結果、「20歳以下」のHAPS認知度は著しく低いことがわかった。したがって、「20歳以下」のデ
ータを除外した昨年度はHAPS認知度が高くなり、「20歳以下」も分析対象に含めた本年度のHAPS認知度は低めになったと考えられる。
しかし、本年度のデータから「20歳以下」を除外しても、依然として昨年度と10％近い認知度の開きがあった。
そこで、居住地別の認知度を明らかにするための分析を行った。具体的には、「20歳以下」のデータを除外した状態で、学区内および
学区外のHAPS認知度を本年度と昨年度で比較した。すると、昨年度は学区外で65.1％あった認知度が、本年度は50.7％に下がったこ
とが明らかになった。つまり、本年度のHAPS認知度が下がった別の要因として、学区外の認知度が下がったことが影響していると考
えられる。しかし、この「下がった」ことは、必ずしもHAPSの認知度の低下を意味しない。なぜなら、学区外の認知度はアンケート
回答者のサンプリングによって変動するからである。学区外のアンケート回答者は学区内と違って居住地のばらつきが大きく、当然
HAPSとの関係性もまちまちである。それは、アンケートの取り方や取る場所によって結果が大きく変化することを意味する。一方で、
学区内の回答者の場合は、HAPSオフィスがある学区に住んでいるという条件において、ばらつきを抑えることができる。したがって、
学区外の認知度は年度によってばらつきが生じやすいが、学区内はサンプリングの影響を受けにくく、より信頼性の高い認知度を知る
ことができる。学区内のHAPS認知度は昨年度とほぼ変わっていないため、上で見たような20％近い認知度の低下があったとは言い切
れないであろう。
なお、HAPSオフィスの認知度についても、同様のことが言える。

図6.
学区に芸術家は必要だと思いますか

（芸術家の必要性）

図7.
近所に若手芸術家が移住してきたら、
積極的に彼らを支援しようと
思いますか（芸術家支援意思）

図8.
学区にもっと若者が住んだほうが
いいと思いますか（若者必要性）

図9.
学区に、外国人など異なる文化を
もった人々がもっと住んだほうが
いいと思いますか（多様性指向）

図10.
学区にもっと観光客が増えたほうが
いいと思いますか（観光客指向性）

「大学調査」結果

属性

大学調査（2019）では、嵯峨美術大学、京都造形芸術大学、京
都精華大学、京都市立芸術大学の4大学からデータを得た。調
査は本年度（2019）で8年目である。
本年度の回答数は435件であった（昨年度調査は391件）。回答
者の基本的な属性は次の通りである。結果は有効回答数を母数
とした割合で算出し、各項目の有効回答数は「n=○○」の形で
表記する。
• 回答者のジェンダー構成（n=429）は、79.7%が女性、20.3%
が男性であった

• 回答者の年齢構成（n=427）は、平均が22.56歳、最年少は19
歳、最高齢は70歳であった

• 各大学の割合（n=435）は、図11のとおりである。京都市立
芸術大学（36.3%）が最も多く、嵯峨美術大学（17.5%）が
最も少なかった。

• 回答者は、学部学生が81.1%、大学院生が18.9%であった
（n=435）。

• 回答者の出身地（n=435）は、京都（府市）が21.6%、京都
以外（国外含）が78.4%であった。

• 各大学の回答者に占める京都府市出身者の割合は以下の通り
である（n=435）。
• 嵯峨美術大学の回答者のうち京都府市出身者の割合：

19.7%（昨年度は28.6%）
• 京都造形芸術大学の回答者のうち京都府市出身者の割合：

17.5%（昨年度は17.5%）
• 京都精華大学の回答者のうち京都府市出身者の割合：

24.6%（昨年度は16.0%）
• 京都市立芸術大学の回答者のうち京都府市出身者の割合：

24.0%（昨年度は28.7%）

卒業後の京都での制作意思

卒業後もアーティストとして活動しようと考えている学生、あ
るいはまだ迷っている学生（Q3-1 で「思う」「やや思う」「ど
ちらとも言えない」と回答した学生）に「活動拠点」について
以下の質問を行った。
「卒業後も京都を拠点に制作を継続したいと思いますか（Q3-
2）」との問に対する回答は図13のとおりであった。「制作場所
は居住場所とは別に必要だと思いますか（Q3-3）」との問に対
する回答は図14のとおりであった。「制作をしていく場所で、
地元の方の理解は必要だと思いますか（Q3-4）」との問に対す
る回答は図15のとおりであった。
上記3項目について「思う」「やや思う」の合計割合について
経年による変化を追うと以下のようになる。いずれの項目も例
年と同様の傾向が示された。
「卒業後も京都を拠点に制作を継続したいと思いますか（Q3-
2）」（n=338）　48.2％（2013）→41.9％（2014）→43.3％（2015）
→42.9％（2016）→32.5％（2017）→43.7%（2018）→42.0
％（2019）
「制作場所は居住場所とは別に必要だと思いますか（Q3-3）」
（n=325）　66.0％（2013）→53.2％（2014）→55.2％（2015）
→57.1％（2016）→56.9％（2017）→56.4%（2018）→55.1
％（2019）
「制作をしていく場所で、地元の方の理解は必要だと思います
か（Q3-4）」（n=311）　74.3 ％（2013） →66.5 ％（2014）
→69.9 ％（2015） →68.8 ％（2016） →67.2 ％（2017）
→63.5%（2018）→63.7％（2019）

京都での作品発表意思

「京都で作品の発表をしたいと思いますか（Q4）」との問に対
する回答は図16のとおりであった。「思う」「やや思う」の合計
割合について経年による変化を追うと以下のようになる。こち
らも例年と比較して大きな変化は見られない。
「京都で作品の発表をしたいと思いますか（Q4）」（n=430）　
63.2％（2013）→60.1％（2014）→56.1％（2015）→56.8％（2016）
→55.7％（2017）→57.7%（2018）→57.9％（2019）

専門家との接触意思

「大学を卒業した後も専門家（キュレーター等）に作品を見せ
る機会を得たいと思いますか（Q5）」との問に対する回答は図
17のとおりであった。「思う」「やや思う」の合計割合について
経年による変化を追うと以下のようになる。こちらは例年と比
較するとやや低下している。
「大学を卒業した後も専門家に作品を見せる機会を得たいと思
いますか（Q5）」（n=431）　55.1％（2013）→59.7％（2014）
→57.5 ％（2015） →54.9 ％（2016） →53.4 ％（2017）
→60.1%（2018）→50.6％（2019）

卒業後の制作意思

「卒業後はアーティストとして制作を継続していこうと思いま
すか（Q３-１）」との問に対する回答（n=432）は図12のとお
りであった。この項目に関して「思う」「やや思う」を【積極層】、
「どちらとも言えない」「あまり思わない」「思わない」を【消
極層】とした場合、各大学の比率は以下のようになる。
• 嵯峨美術大学（n=76）　積極層59.2%：消極層40.8%（昨年
度71.4%：28.6%）

• 京都造形芸術大学（n=103）　積極層52.9%：消極層47.1%（昨
年度48.5%：51.5%）

• 京都精華大学（n=81）　積極層45.7%：消極層54.3%（昨年
度55.6%：44.5%）

• 京都市立芸術大学（n=158）　積極層57.1%：消極層42.9%（昨
年度50.6%：49.4%）

アンケート調査結果
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HAPSの認知
「HAPS（東山アーティスツ・プレイスメント・サービス）をご
存知ですか（Q6）」との問に対する回答は図18のとおりであっ
た。本項目で「名前も事業内容も知っている」「名前は知って
いる」「聞いたことがある気がする」と回答した学生を「HAPS
認知」とまとめると、その割合は以下の通りになる。こちらは
例年と同様の結果となった。
「HAPSを ご 存 知 で す か（Q6）」（n=430）　42.9 ％（2013）
→48.6％（2014）→50.0％（2015）→51.6％（2016）→48.1
％（2017）→48.9%（2018）→46.5％（2019）

「京都での活動意思」と「出身地」の関係
「卒業後も京都を拠点に制作を継続したいと思いますか（Q3-
2）」と「出身地（京都府市／京都以外）の関係をみると、京都
府市出身者（n=70）の68.6%（昨年度54.7%）が「卒業後も京
都で活動したい」と考えている一方で、京都以外出身者（n=268：
うち、国外出身者は17名）で「卒業後も京都で活動したい」と
考えている学生は35.1%（昨年度39.8%）である。このクロス
集計においてPearsonのカイ2乗検定を行ったところ、0.1％水
準で有意差が認められた。「京都での活動意思」と「出身地の
違い（京都出身／それ以外）」とが強く関係していることを示
す結果となった。

図11.
調査票に占める各大学の割合

図12.
卒業後はアーティストとして制作を
継続していこうと思いますか

図13.
卒業後も京都を拠点に制作を
継続したいと思いますか

図15.
制作をしていく場所で、
地元の方の理解は必要だと

思いますか

図14.
制作場所は居住場所とは別に
必要だと思いますか

大学調査について

昨年度と比べて基本属性に大きな変化はない。「卒業後の制作意思」は年度によって結果にばらつきがあるため、昨年度との変化をそ
のまま学生層の変化と捉えることはできない。大学生の「HAPS認知」は一定の水準を維持している。また、京都府市出身者と京都以
外出身者の間で、「卒業後も京都で活動したい」と答える割合の差が昨年度よりもさらに大きくなっていた。京都の芸術系大学の学生
が卒業後に京都で活動しない場合、出身地が京都外であることから、居住地と制作場所の確保ができずに活動をあきらめている可能性
が引き続き示唆される。
また「卒業後も京都を拠点に制作を継続したいと思いますか（Q3-2）」、「制作場所は居住場所とは別に必要だと思いますか（Q3-3）」、「制
作をしていく場所で、地元の方の理解は必要だと思いますか（Q3-4）」の3項目に関しては、「そう思う」「ややそう思う」の合計割合に
は大きな変化は見られなかった。

市民調査について

本年度は、昨年度と違い全世代の回答を用いて分析を行った。すると、HAPSの認知と事務所の認知が例年と比べて下がっているよう
に見える結果となった。しかし、年代別および居住地別の認知度を見ると、以下の２点のことがわかった。すなわち、（１）「20歳以下」
の若年層のHAPS認知度が著しく低いこと、（２）学区外の人のHAPS認知度は学区内の人よりも低く、特に本年度はその差が顕著に見
られたこと、の２点である。さらに、（２）では学区内の人の認知度は例年と大きく変化しておらず、認知度も８割弱という高い値が
示された。つまり、本年度のHAPS認知度および事務所の認知度が下がったのは、若年層を分析に加えたことと、HAPSのことを知らな
い学区外の回答者が例年より多かったことが影響していたと考えられる。一方で、学区内の人たちによるHAPSおよび事務所の認知度
は例年通り高い値だった。このことは、HAPSの認知度そのものが下がったとは言えないことを示すものである。しかし、若年層によ
るHAPS認知度が低いことは今後の課題として指摘することができるだろう。
また、HAPSの必要性に関連して、HAPSのことを知る人からの評価が非常に高いことが示された。これは本年度の成果というよりは、
これまでHAPSが地域とのコミュニケーションを繰り返してきたことの成果であるといえる。
他の項目については概ね例年と同様の結果が見られた。ただし、「若手芸術家支援意思」と「多様性指向」は昨年度と比較して10ポイ
ントの増加が見られた。「若手芸術家支援意思」の増加は非常に頼もしい結果であり、芸術家に対する地域住民の信頼度が高まってい
る証左かもしれない。今後は、この結果を支持する事例や地域住民の声の収集が必要となってこよう。一方で、「多様性指向」に関し
ては、学区外の回答者（＝地域の非当事者）の数値の高まりが影響したものであり、学区内（＝地域の当事者）の「多様性指向」は例
年と同様であった。この点は今後の課題として引き続き取り組んでいく必要があるだろう。

全体まとめ

図16.
京都で作品の発表をしたいと

思いますか

図17.
大学を卒業した後も

専門家に作品を見せる機会を
得たいと思いますか

図18.
HAPSを知っていますか
（大学生のHAPS認知）

アンケート調査結果 │ 「大学調査」結果
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